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は
じ
め
に

　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
維
新
史
料
引
継
本
の
な
か
に
、「
首
里
城
並
諸
方

絵
図
間
付
差
図
帳
（
以
下
、「
差
図
帳
」
と
略
記
）」
と
題
す
る
、
首
里
城
な
ど
七
施
設
の

絵
図
写
本
が
あ
る（
１
）。

こ
れ
を
初
め
て
紹
介
し
た
﹇
伊
従
二
〇
〇
七
﹈
は
、
所
収
絵
図
か
ら

首
里
城
・
円
覚
寺
・
崇
元
寺
分
を
カ
ラ
ー
で
掲
げ
、
戦
前
に
首
里
城
復
元
事
業
に
携
わ
っ

た
森
政
三
の
古
写
真
に
あ
る
絵
図
と
の
類
似
か
ら
、「
差
図
帳
」
の
原
図
が
一
七
〇
一
年

か
ら
首
里
王
府
が
推
進
し
た
主
要
施
設
の
絵
図
・
差
図
製
作
事
業
に
遡
る
可
能
性
を
指
摘

し
た
。
こ
れ
を
受
け
﹇
安
里
二
〇
一
三
﹈
は
、
こ
の
主
要
施
設
の
絵
図
・
差
図
製
作
事
業

の
な
か
に
「
差
図
帳
」
な
ど
を
位
置
づ
け
、「
差
図
帳
」
の
絵
図
全
点
を
検
討
し
、
建
物

の
描
写
や
測
量
方
法
の
違
い
か
ら
複
数
の
製
作
年
次
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。

　

両
氏
の
研
究
に
よ
り
「
差
図
帳
」
の
史
料
的
な
意
義
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
だ
が
、
一

方
で
書
誌
的
な
伝
来
過
程
は
、「
昭
和
九
年
四
月
二
一
日
」
の
購
入
印
が
あ
る
の
み
で
明
証

を
欠
き
、「
入
手
先
は
不
明
」（﹇
伊
従
二
〇
〇
七
﹈
注
八
）
と
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
小
論
で
は
、「
差
図
帳
」
所
収
の
絵
図
全
七
点
を
カ
ラ
ー
で
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
伝
来
過
程
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
結
論
を
先
に
す
れ
ば
、「
差
図
帳
」
の

原
本
は
戦
前
に
首
里
の
尚
家
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
尚
家

は
、
琉
球
国
王
家
の
後
裔
で
あ
り
、
琉
球
処
分
後
に
は
侯
爵
と
な
っ
て
東
京
に
居
を
移
し

た
も
の
の
、
相
伝
の
歴
史
史
料
の
大
部
分
を
首
里
の
邸
宅
に
残
し
置
い
て
い
た
。
ま
ず

は
、
そ
の
尚
家
所
蔵
史
料
か
ら
「
差
図
帳
」
が
写
さ
れ
る
経
緯
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

　
　

一　

森も
り

谷や

秀ひ
で

亮す
け

の
尚
家
所
蔵
史
料
調
査

　

既
述
の
よ
う
に
、「
差
図
帳
」
に
は
「
昭
和
九
年
四
月
二
一
日
」
付
け
の
維
新
史
料
編

纂
会
図
書
部
の
購
入
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
じ
つ
は
こ
の
直
前
、
同
会
の
維
新
史
料
編

纂
官
で
あ
る
森
谷
秀
亮
が
、
沖
縄
・
台
湾
で
史
料
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
同
年
（
一
九

三
四
）
二
月
中
旬
に
東
京
を
発
ち
、
三
月
二
十
八
日
に
帰
京
し
た
こ
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

本
人
が
十
一
月
に
提
出
し
た
「
鹿
児
島
沖
縄
二
県
史
料
採
訪
報
告
書
（
昭
和
九
年
三
月
）」

の
原
本
が
残
り（

２
）、

五
月
に
行
っ
た
講
演
録
「
台
湾
琉
球
を
旅
し
て
」
が
別
に
あ
る（

３
）こ

と
か

ら
、
調
査
の
目
的
・
行
程
・
史
料
調
査
先
・
見
学
地
・
関
係
者
の
人
名
な
ど
詳
細
を
明
ら

か
に
し
う
る（

４
）。

森
谷
は
史
料
調
査
・
史
跡
踏
査
を
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、
半
月
ほ
ど
の

那
覇
・
首
里
の
滞
在
期
間
中
に
、
沖
縄
県
立
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
歴
代
宝

案
」
の
情
報
に
も
偶
然
接
し
て
閲
覧
を
試
み
る
な
ど
し
て
い
た
。
多
忙
を
極
め
た
こ
と

を
、
自
身
は
「
史
料
の
検
閲
に
手
間
取
っ
た
」（
講
演
録
七
七
頁
）
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

こ
の
森
谷
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
を
も
と
に
、
戦
前
の
首
里
尚
家
文
書
を
閲
覧

し
た
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
﹇
真
栄
平
二
〇
〇
八
﹈
が
あ
る
。
尚
家
所
蔵
史
料
は
未
整
理

で
保
存
状
態
も
悪
か
っ
た
た
め
、
外
部
か
ら
の
閲
覧
申
請
を
謝
絶
し
て
い
た
が
、
森
谷
は

事
前
に
尚
侯
爵
家
に
つ
な
が
る
複
数
の
縁
故
を
頼
っ
て
調
整
を
試
み
、
ど
う
に
か
閲
覧
に

漕
ぎ
つ
け
た
珍
し
い
ケ
ー
ス
に
な
る
。「
今
次
小
官
出
張
ノ
主
要
眼
目
ハ
実
ニ
尚
家
秘
庫

ヲ
検
ス
ル
ニ
ア
リ
」
と
記
す
よ
う
に
（
報
告
書
）、
出
張
の
最
大
の
目
的
が
尚
家
訪
問
で

あ
っ
た
。
当
時
の
尚
家
所
蔵
史
料
の
状
況
を
、
報
告
書
と
は
別
の
角
度
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　

史
料
１　

講
演
録
四
三
〜
四
四
頁

今
度
行
っ
て
見
ま
す
と
、
点
数
は
詳
し
い
こ
と
は
分
り
ま
せ
ん
が
、
二
三
千
点
は
確

か
に
あ
る
や
う
で
御
座
い
ま
す
。
只
残
念
な
こ
と
に
は
保
存
整
理
が
不
十
分
で
破
損
・

虫
損
の
程
度
が
甚
し
く
、
従
っ
て
又
、
完
全
な
目
録
が
出
来
て
居
り
ま
せ
ん
こ
と
で
、

此
の
事
は
尚
家
の
方
で
も
残
念
が
っ
て
居
ら
れ
て
、
数
年
前
か
ら
裏
打
を
さ
れ
た
り

修
理
に
努
め
て
居
ら
れ
ま
す
が
、
何
分
点
数
が
多
い
の
と
、
片
手
間
に
や
っ
て
ゐ
ら

れ
る
の
で
、
今
後
可
成
り
の
年
数
が
か
ゝ
る
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
。
一
寸
見
ま
し
た
と

こ
ろ
、
外
国
関
係
の
史
料
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
の
廃
藩
頃
ま
で
の
重
要
な
も
の

は
、
曽
て
東
京
の
本
邸
で
尚
泰
侯
実
録
の
編
纂
を
さ
れ
た
関
係
か
ら
こ
ち
ら
に
あ
る

や
う
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
向
う
に
沢
山
あ
り
ま
す
。
私
が
手
当
り
次
第
に
蔵
か

ら
出
し
て
貰
ひ
、
自
分
で
作
っ
た
目
録
を
見
て
も
、
中
々
重
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

史
料
紹
介
と
研
究

黒 

嶋　

敏

「
首
里
城
並
諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」に
つ
い
て
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蔵
の
中
に
保
管
さ
れ
た
尚
家
所
蔵
史
料
は
、
概
算
で
「
二
三
千
点
」
に
及
ぶ
大
規
模
な

も
の
だ
っ
た
が
、
目
録
す
ら
な
く
保
存
状
態
も
劣
悪
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
数
年
前
か
ら

修
復
作
業
も
進
め
て
い
る
が
十
分
に
進
捗
し
て
な
い
と
い
う
情
報
は
、
報
告
書
に
は
未
記

載
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
仮
目
録
作
成
（「
自
分
で
作
っ
た
目
録
」）
と

並
行
し
な
が
ら
の
調
査
と
な
る
た
め
、
少
な
く
と
も
数
日
を
要
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
そ
の
過
程
で
、
森
谷
は
尚
家
所
蔵
史
料
の
全
容
に
関
す
る
知
識
を
深
め
、
次
の
「
御

城
並
諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」
の
存
在
も
知
り
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
絵
図
帳
の
名

は
、
報
告
書
で
、
森
谷
が
踏
査
し
た
首
里
城
の
説
明
を
す
る
箇
所
で
登
場
す
る
。

　

史
料
２　

報
告
書

首
里
城
配
置
ノ
有
様
ハ
、
尚
家
所
蔵
「
旧
首
里
城
平
面
図
」「
御
城
並
諸
方
絵
図
間

付
差
図
帳
」
ニ
ヨ
リ
テ
知
ル
ヲ
得
ベ
シ
、

　

い
ま
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
「
差
図
帳
」
の
原
本
が
、
こ
の
尚
家
所
蔵
「
御
城
並

諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」
に
該
当
す
る
。
以
下
に
そ
の
論
拠
を
述
べ
た
い
。

　

ま
ず
、「
差
図
帳
」
と
同
じ
く
、
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
維
新
史
料
引
継
本
の
な
か
に
、

「
首
里
城
平
面
図
」
と
題
す
る
一
枚
の
絵
図
写
本
が
あ
り
、「
差
図
帳
」
と
同
日
付
の
維
新

史
料
編
纂
会
図
書
部
の
購
入
印
が
捺
し
て
あ
る（
５
）。

こ
の
二
点
が
史
料
２
に
あ
る
「
旧
首
里

城
平
面
図
」「
御
城
並
諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」
と
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
筆
跡
の
類
似
が
あ
る
。
森
谷
自
身
が
記
し
た
報
告
書
の
文
字
（
図
１
）
と
、

「
差
図
帳
」
の
題
箋
（
図
２
）、
お
よ
び
「
差
図
帳
」
所
収
首
里
城
図
（
後
掲
図
３
）
の
書

き
込
み
に
あ
る
「
御
城　

首
里
」
の
部
分
と
を
比
較
す
る
と
、
楷
書
で
、
よ
く
似
て
い
る

印
象
を
受
け
る
。
後
掲
す
る
「
差
図
帳
」
絵
図
中
の
書
き
込
み
の
う
ち
、
朱
筆
の
間
付
・

方
位
な
ど
の
文
字
は
崩
さ
れ
て
い
る
た
め
一
見
す
る
と
別
人
の
よ
う
だ
が
、
こ
れ
も
報
告

書
で
森
谷
が
崩
し
て
書
い
た
漢
数
字
（
と
く
に
「
四
」「
五
」「
六
」）
と
類
似
し
て
い
る
。

「
差
図
帳
」
中
の
文
字
は
、
い
ず
れ
も
森
谷
の
筆
跡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

な
お
、
文
字
以
外
の
描
画
・
彩
色
者
に
つ
い
て
は
確
証
を
え
な
い
が
、
森
谷
は
尚
家
で

の
調
査
時
に
「
地
方
人
ノ
帯
同
ナ
キ
」
こ
と
を
厳
守
さ
せ
ら
れ
て
い
る
（
報
告
書
）。
当

時
、
所
蔵
史
料
の
公
開
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
な
が
ら
、
尚
家
側
は
未
整
理
を
理
由

に
拒
否
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
森
谷
だ
け
が
特
例
的
に
閲
覧
を
許
さ
れ
た
た
め
の
措
置

で
あ
っ
た
。
こ
の
制
約
下
で
は
森
谷
単
独
の
訪
問
・
調
査
で
、
絵
図
か
ら
転
写
し
た
の
も

森
谷
自
身
だ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。「
差
図
帳
」
の
現
状
が
薄
紙
を
袖
側
で
綴
じ
た
簡
弁

な
も
の
で
、
描
画
に
簡
略
な
部
分
が
あ
る
の
は
、
原
本
の
う
え
か
ら
森
谷
が
簡
易
的
に
ト

レ
ー
ス
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、「
差
図
帳
」
の
原
本
は
、
首
里
の
尚
家
所
蔵
史
料
中
に
あ
る
絵

図
帳
「
御
城
並
諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」
で
あ
り
、「
差
図
帳
」
は
森
谷
自
身
が
そ
こ
か

ら
写
し
取
っ
た
ト
レ
ー
ス
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

二　

七
つ
の
施
設
の
意
味

　

次
に
、「
差
図
帳
」
所
収
絵
図
七
点
（
①
〜
⑦
）
を
図
版
で
紹
介
し
、﹇
伊
従
二
〇
〇
七
﹈

﹇
安
里
二
〇
一
三
﹈
に
学
び
な
が
ら
各
絵
図
の
特
徴
を
記
し
て
い
き
た
い
。
い
ず
れ
も
彩

色
さ
れ
、
十
字
法
で
測
量
し
た
間
付
の
数
値
と
方
位
を
朱
筆
で
描
き
込
む
。
絵
図
製
作
時

点
に
お
け
る
各
施
設
の
、
あ
る
程
度
正
確
な
実
測
図
と
し
て
、
大
き
な
意
義
を
持
つ
。

　

①
首
里
城
図
（
図
３
）

　

国
王
の
居
城
で
あ
り
、
本
来
の
絵
図
名
称
は
「
御
城
図
」
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
正

殿
前
の
御う
な
ー庭

中
央
に
引
か
れ
た
直
線
の
浮
道
に
段
差
が
生
じ
て
お
り
、
こ
れ
は
﹇
安
里
二

〇
一
三
﹈
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
央
部
で
綴
じ
ら
れ
て
い
た
絵
図
を
転
写
す
る
際
の
ミ

ス
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、﹇
伊
従
二
〇
〇
七
﹈﹇
安
里
二
〇
一
三
﹈
に
よ
れ
ば
、
森
政
三

古
写
真
の
「
首
里
城
古
絵
図
」
と
、
朱
字
記
入
の
文
字
も
含
め
、
極
め
て
類
似
す
る
。
た

図
２

図
１
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だ
し
、
樹
木
描
写
な
ど
に
相
違
点
が
あ
り
、
タ
イ
ト
な
調
査
行
程
の
な
か
で
森
谷
が
加

筆
・
創
作
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
尚
家
所
蔵
の
「
御
城
並
諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」
に

あ
る
御
城
（
首
里
城
）
図
が
、
森
政
三
古
写
真
に
残
さ
れ
た
「
首
里
城
古
絵
図
」
と
は
別

の
絵
図
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
な
お
、
①
の
原
図
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
、

﹇
安
里
二
〇
一
三
﹈
は
建
物
の
描
画
方
法
か
ら
一
七
一
三
年
以
前
と
推
定
し
て
い
る
。

　

②
大う

ふ

美ん
み

御う
ど

殿う
ん

図
（
図
４
）

　

首
里
城
近
く
の
綾
あ
い
じ
ょ
ー門

大う
ふ

道み
ち

に
面
し
、
国
王
世
子
宅
で
あ
る
中
城
御
殿
の
東
隣
に
位
置
す

る
。
王
家
一
族
の
別
邸
で
儀
礼
の
場
と
な
る
ほ
か
、
一
八
五
三
年
の
ペ
リ
ー
来
琉
時
に

は
、
臨
時
の
摂
政
邸
と
称
し
て
一
行
を
接
待
す
る
会
場
に
使
わ
れ
た
。
原
図
の
製
作
年
代

を
、﹇
安
里
二
〇
一
三
﹈
は
建
物
の
方
位
記
入
か
ら
一
七
一
三
年
以
後
と
推
測
し
て
い
る

（
③
、
④
、
⑥
、
⑦
も
同
様
）。

　

③
玉た
ま

御う
ど

殿う
ん

図
（
図
５
）

　

国
王
家
の
陵
墓
で
あ
る
。
図
中
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
首
里
邑
ニ
ア
リ
」
は
誤
り
で
、
王

国
時
代
は
金か
な
ぐ
し
く
む
ら

城
村
の
域
内
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ほ
か
の
各
絵
図
に
付
さ
れ
た
図
中
の

「
○
○
邑
ニ
ア
リ
」
も
ま
た
、
森
谷
の
追
記
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

④
聖
現
寺
図
（
図
６
）

　

聖
現
寺
は
那
覇
港
北
部
の
泊と
ま
りに

位
置
し
、
熊
野
三
社
権
現
を
祀
る
天あ

め

久く

権
現
の
神
宮
寺

で
あ
る
。
以
前
﹇
黒
嶋
二
〇
一
八
﹈
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
図
中
左
上
に
移
転
前
の
天
久

権
現
が
描
か
れ
る
の
で
、
景
観
年
代
は
一
七
一
三
〜
一
七
三
四
年
の
間
に
絞
り
う
る
。

　

⑤
円
覚
寺
図
（
図
７
）

　

国
王
家
の
菩
提
寺
と
し
て
首
里
城
北
側
に
造
営
さ
れ
た
臨
済
宗
寺
院
で
、
琉
球
第
一

の
寺
と
さ
れ
た
。﹇
伊
従
二
〇
〇
七
﹈﹇
安
里
二
〇
一
三
﹈
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
森
政

三
古
写
真
の
「
円
覚
寺
弁
財
天
堂
絵
図
」
と
似
通
う
が
、
弁
財
天
堂
の
向
き
を
は
じ
め
、

建
物
や
樹
木
の
描
写
、
方
位
線
な
ど
に
相
違
点
が
多
く
、
両
者
は
別
の
絵
図
で
あ
る
と
判

明
す
る
。

　

⑥
護
国
寺
図
（
図
８
）

　

護
国
寺
は
那
覇
港
近
く
の
波
の
上
に
位
置
し
、
熊
野
三
社
権
現
を
祀
る
波
上
権
現
の
神

宮
寺
に
あ
た
る
。

　

⑦
崇
元
寺
図
（
図
９
）

　

崇
元
寺
は
那
覇
市
泊
に
あ
っ
た
臨
済
宗
寺
院
で
、
王
国
時
代
は
国
王
家
の
国
廟
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
た
。﹇
伊
従
二
〇
〇
七
﹈﹇
安
里
二
〇
一
三
﹈
で
は
森
政
三
古
写
真
の
「
崇

元
寺
図
」
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
周
囲
の
雑
木
林
の
描
写
や
施
設
方
位
の

注
記
位
置
に
相
違
が
あ
り
、
両
者
は
別
の
絵
図
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

以
上
七
点
が
「
差
図
帳
」
に
所
収
さ
れ
る
。
で
は
、
原
本
に
当
た
る
尚
家
所
蔵
「
御
城

並
諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」
も
同
様
に
全
七
点
の
絵
図
帳
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

問
題
を
考
え
る
手
が
か
り
は
、﹇
伊
従
二
〇
〇
七
﹈﹇
安
里
二
〇
一
三
﹈
が
、「
差
図
帳
」

お
よ
び
森
政
三
古
写
真
絵
図
の
原
図
の
ル
ー
ツ
と
想
定
し
て
き
た
、
一
七
〇
一
年
に
始
ま

る
主
要
施
設
の
絵
図
指
図
調
整
事
業
と
の
関
係
で
あ
る
。

　

史
料
３　
「
毛
姓
上
里
家
家
譜
」
九
世
盛
時（

６
）

同（
康
熙
）四

十
年
辛
巳
三
月
朔
日
、
御
城
中
、
大
美
御
殿
、
内
間
御
殿
、
同
東
之
御
殿
、
西
原

間
切
嘉
手
苅
村
内
間
御
殿
、
首
里
殿
内
、
真
壁
殿
内
、
儀
保
殿
内
、
平
等
所
、
玉
御

殿
、
浦
添
ヨ
ウ
ト
リ
、
今
帰
仁
城
、
高
嶺
城
、
知
念
城
、
玉
城
城
、
久
高
島
、
上
天
妃
、

下
天
妃
、
館
屋
、
天
尊
、
親
見
世
、
通
堂
、
三
重
城
、
円
覚
寺
、
天
王
寺
、
天
界
寺
、
崇

元
寺
、
安
国
寺
、
慈
眼
院
、
龍
福
寺
、
七
宮
、
金
武
寺
、
絵
図
並
指
図
任
奉
行
職
、

　

康
熙
四
十
年
（
一
七
〇
一
）
に
嘉
楊
（
稲
福
）
親
雲
上
盛
時
が
、
王
府
か
ら
、「
御
城

（
首
里
城
）」
を
は
じ
め
と
す
る
王
府
と
関
係
の
深
い
主
要
施
設
の
絵
図
並
指
図
を
調
整

す
る
担
当
者
に
任
命
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。
こ
の
絵
図
指
図
調
整
事
業
と
、
尚
家
所
蔵
の

「
御
城
並
諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」
と
い
う
名
称
は
親
和
性
を
持
ち
、
ま
た
、
尚
家
に
伝

来
す
る
必
然
性
も
首
肯
し
う
る
。

　

だ
が
こ
の
う
ち
、「
差
図
帳
」
所
収
図
は
傍
線
部
分（
７
）の

み
と
な
る
。
七
箇
所
で
は
主
要

施
設
と
し
て
偏
り
が
あ
り
、
何
ら
か
の
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
森
谷
に
よ
る
、
首
里
・
那
覇
で
の
史
跡
踏
査
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

報
告
書
に
よ
る
と
森
谷
が
訪
問
し
た
史
跡
は
、
首
里
市
で
は
、
首
里
城
、
玉
陵
、
識
名
園
、

円
覚
寺
で
あ
り
、
那
覇
市
で
は
崇
元
寺
、
護
国
寺
、
聖
現
寺
を
回
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も

森
谷
に
と
っ
て
「
本
局
ト
関
係
ア
ル
モ
ノ
」
と
し
て
選
択
さ
れ
た
場
所
で
、
識
名
園
以
外

の
六
カ
所
が
「
差
図
帳
」
と
合
致
す
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
首
里
城
が
国
王
の
居
城
と
し
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て
政
務
・
儀
式
の
主
要
な
場
所
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
残
る
玉
陵
、
識

名
園
、
円
覚
寺
、
崇
元
寺
、
護
国
寺
、
聖
現
寺
に
共
通
す
る
の
は
、
い
ず
れ
も
冊
封
使
や

琉
球
を
訪
れ
た
西
洋
人
と
関
係
し
、
琉
球
の
対
外
関
係
に
お
い
て
歴
史
的
意
義
を
持
つ
史

跡
と
な
る
。
現
地
で
は
足
を
踏
み
入
れ
て
い
な
い
大
美
御
殿
も
、
ペ
リ
ー
一
行
の
宴
席
会

場
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
維
新
史
研
究
者
の
森
谷
が
深
い
関
心
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
尚
家
所
蔵
の
「
御
城
並
諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」
と
は
、

一
七
〇
一
年
に
開
始
さ
れ
た
主
要
施
設
の
絵
図
指
図
調
整
事
業
の
系
譜
に
連
な
る
、
大
部

の
絵
図
帳
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
九
年
に
尚
家
所
蔵
史
料
の
閲
覧
を
許
さ
れ
た
森

谷
は
、
そ
こ
か
ら
自
身
と
維
新
史
料
編
纂
会
の
関
心
に
沿
う
施
設
七
点
を
選
び
出
し
て
ト

レ
ー
ス
図
を
作
成
し
、
東
京
に
持
ち
帰
っ
た
後
、「
首
里
城
並
諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」
と

い
う
史
料
名
を
付
し
て
維
新
史
料
編
纂
会
の
図
書
部
に
架
蔵
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

小
稿
で
は
「
差
図
帳
」
に
つ
い
て
、﹇
伊
従
二
〇
〇
七
﹈﹇
安
里
二
〇
一
三
﹈
に
導
か
れ

な
が
ら
、
不
明
と
さ
れ
て
き
た
原
図
の
所
蔵
者
と
写
本
の
製
作
過
程
を
述
べ
て
き
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
、「
差
図
帳
」
と
一
部
に
類
似
す
る
絵
図
を
含

む
森
政
三
古
写
真
と
の
関
係
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
森
谷
と
森
は
、
ほ
ぼ
同
世
代
の
人
物

と
な
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
森
谷
は
事
前
に
尚
家
縁
者
に
相
当
な
根
回
し
を
し
て
「
秘

庫
」
に
入
り
え
て
い
る
が
、
そ
の
尚
家
所
蔵
史
料
に
、
森
が
容
易
に
ア
ク
セ
ス
し
え
た
と

は
考
え
に
く
い
。
円
覚
寺
の
絵
図
の
よ
う
に
、
両
者
で
明
確
に
異
な
る
絵
図
が
あ
る
以

上
、
森
が
閲
覧
し
た
の
は
、
尚
家
以
外
に
伝
来
し
て
い
た
絵
図
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
戦
前
の
沖
縄
県
内
に
、
複
数
の
類
似
絵
図
が
伝
来
し
て
い
た
こ

と
を
推
測
さ
せ
る
。
一
七
〇
一
年
か
ら
調
整
さ
れ
た
主
要
施
設
の
絵
図
指
図
は
、
各
施
設

の
建
て
替
え
な
ど
様
々
な
契
機
に
即
し
て
、
そ
の
都
度
、
更
新
版
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
、
こ
う
し
た
絵
図
は
王
府
の
関
係
部
署
や
所
縁
の
個
人
宅
に
伝
来
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
か
ら
、
戦
前
の
沖
縄
に
は
、
ま
だ
こ
う
し
た
絵
図
や
関
連
史
料
が
一
定
量
残
さ
れ

て
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
琉
球
処
分
の
混
乱
に
よ
る
散
逸
や
、
東
京
の

内
務
省
に
搬
出
さ
れ
た
後
に
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
史
料
も
大
量
に
あ
っ
た
の
は
事
実

で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、「
今
度
沖
縄
へ
参
っ
て
、
向
ふ
に
も
非
常
に
沢
山
の
貴
重
な
史
料

が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
喜
ん
だ
次
第
で
し
た
」（
講
演
録
四
一
〜
四
二
頁
）
と
い
う
の
は
、

史
料
編
纂
官
と
し
て
現
地
の
状
況
に
接
し
た
森
谷
の
、
率
直
な
感
想
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
沖
縄
戦
に
よ
っ
て
、
森
谷
が
調
査
し
た
「
二
三
千
点
」
に
及
ぶ
首
里
尚
家
所

蔵
史
料
は
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
と
と
も
に
姿
を
消
し
た
。
今
後
、
奇
跡
的
に
ど
こ
か
で

「
御
城
並
諸
方
絵
図
間
付
差
図
帳
」
が
発
見
さ
れ
な
い
限
り
、
森
谷
が
慌
た
だ
し
い
時
間

の
な
か
で
ト
レ
ー
ス
し
た
「
差
図
帳
」
が
、
原
本
の
歴
史
情
報
に
迫
る
貴
重
な
手
掛
か
り

と
な
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
お
も
な
参
考
文
献
】

安
里　

進　

二
〇
一
三
「
首
里
王
府
の
重
要
施
設
絵
図
調
整
事
業
」『
首
里
城
研
究
』
一
五

伊
従　

勉　

二
〇
〇
七
「
新
発
見
の
「
首
里
城
古
絵
図
」
の
測
量
法
に
つ
い
て
」『
民
族
芸
術
』
二
三

黒
嶋　

敏　

二
〇
一
九
「
第
一
尚
氏
期
に
お
け
る
首
里
の
外
港
を
探
る　

―
画
像
史
料
の
再
検
討
か

ら
―
」
中
世
学
研
究
会
編
『
琉
球
の
中
世
』
高
志
書
院

真
栄
平
房
昭　

二
〇
〇
八
「
尚
家
文
書
を
調
査
し
た
先
駆
者
の
足
跡
に
つ
い
て
」
科
学
研
究
費
補
助

金
成
果
報
告
書
『
琉
球
国
王
家
・
尚
家
文
書
の
総
合
的
研
究
』（
研
究
代
表
者　

豊
見
山
和
行
）

注（
１
）
請
求
記
号
は
維
新
史
料
引
継
本-

Ⅰ
り-

一
九
九
六
。

（
２
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
請
求
記
号
は
維
新
史
料
引
継
本-

Ⅱ
よ-

二
四
。
頁
数
を
欠

く
。
以
下
、
同
書
か
ら
の
引
用
は
報
告
書
と
し
て
本
文
中
に
略
記
す
る
。

（
３
）『
温
知
會
講
演
速
記
録
』
四
六
、
一
九
三
四
年
。
以
下
、
同
書
か
ら
の
引
用
は
講
演
録
と
し
て

頁
数
と
と
も
に
本
文
中
に
略
記
す
る
。

（
４
）
な
お
、
調
査
行
程
は
講
演
録
に
よ
れ
ば
台
湾
・
沖
縄
県
・
鹿
児
島
県
の
順
に
訪
問
し
て
い
る

が
、
報
告
書
で
は
鹿
児
島
・
沖
縄
・
台
湾
の
順
に
記
さ
れ
相
違
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
判
然

と
し
な
い
が
、
鹿
児
島
・
沖
縄
で
の
調
査
が
出
張
命
令
に
よ
る
公
務
扱
い
で
あ
る
の
に
対
し
、

台
湾
で
の
調
査
は
「
休
暇
」
と
さ
れ
る
の
で
、
報
告
書
で
は
調
整
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

（
５
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
。
請
求
記
号
は
維
新
史
料
引
継
本-

Ⅰ
り-

一
九
九
七
。
同
所

の
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
同
図
は
昭
和
初
年
の
正
殿

修
理
工
事
に
伴
う
も
の
で
、
尚
家
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
か
。

（
６
）『
那
覇
市
史　

家
譜
資
料　

三　

首
里
系
』
六
九
九
頁

（
７
）「
差
図
帳
」
に
あ
る
聖
現
寺
・
護
国
寺
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
で
あ
る
天
久
権
現
・
波
上
権
現
が
、

国
王
に
よ
る
直
接
的
な
祭
祀
を
行
う
神
社
と
し
て
「
七
宮
」
に
含
ま
れ
る
（﹇
伊
従
二
〇
〇
七
﹈）。
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図３　「差図帳」首里城図



No. 90（2020.10）

30

図５　「差図帳」玉御殿図

図４　「差図帳」大美御殿図
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図７　「差図帳」円覚寺図

図６　「差図帳」聖現寺図
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図９　「差図帳」崇元寺図

図８　「差図帳」護国寺図


